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   A 28-year-old man visited our hospital with a complaint of left testicular pain and swelling. 
Left orchiectomy was performed, and its pathological finding was embryonal carcinoma (semi-
noma in a small portion). Though no sign of metastasis was detected and the serum tumor 
markers, a-fetoprotein, and /3-human chorionic gonadotropin (HCG) decreased in value as expect-
ed, he has undergone two courses of chemotherapy (PVB regimen). Twenty months after opera-
tion the patient found contralateral testicular induration, and serum i3-HCG was abnormally high, 
36.0 ng/ml. We performed right orchiectomy. The pathology revealed pure seminoma. He has 
been followed up without adjuvant therapy. 
                                                (Acta Urol. Jpn. 35: 1961-1964, 1989) 



















た た め1987年1月当科 を受 診 した.
初 診 時 現症:全 身 状 態 良 好,頭 頸 部,胸 部 に異 常 な
し.腹 部 に腫 瘤 は 触 知 しな か った.鼠 径 部 に リンパ節
は 触 れ ず,左 睾 丸 は 鶏 卵 大 に 腫 大 して 弾 性 硬 で あ っ
た.右 睾 丸 に は触 診 上,と くに異 常 を 認 め な か った.







経 過:左 睾 丸腫 瘍 の診 断 に て1987年1月13日に 左 高
位 除 睾 術 実 施 した.切 除 重 量150g,割 面 は赤 褐 色 な
部分 と乳 白色 な 部分 が 認 め られ た.病 理 組 織 像 は
embryonalcarcinoma,一部seminomaで あ った
(Fig.1).異常 高 値 を 示 して い た β一HCGとAFPは
理 論 通 りに 下 降 し1月22日 に β一HCGは0.6ng/m1








降 を示 した,腹 部CT検 査 に て後 腹 膜 リ ンパ 節 に 転
移 は 認 め られ ず,ま た胸 部X線 写 真 で もi伝移 巣 は な
く,stagelと診 断 した.し か し念 の た め 補 助 治療 と
して2月4日 よ りPVB療 法2)の変 法 ・硫 酸 ペ プ レォ
マ イ シ ン(ペ プ レオOP=日本 化 薬)15mg×2(DI,
D3),硫 酸 ビ ソブ ラ ス チ ン(エ クザ ールco:塩野 義)
8mg×1(DI),シ ス プ ラチ ソ(ラ ング励:日 本 化 薬)
30mg×5(D,～D5)を3週 間 隔 で2コ ー ス実 施 した.
1987年3月に退 院 し,そ の後3ヵ 月 ご とに 腹 部 のCT,
胸 部X線 写 真,血 中 マ ー カ ーに よ り再 発 を 厳 密 に 経 過
観 察 した,と こ ろが,1988年9月 の 定 期 検 診 の 際 に 後
腹 膜 リンパ節,肺 に は 転 移 巣 を 認 め な か った が,右 睾
丸 に硬 結 を認 め た.血 中 β一HCGの 値 は36.Ong/m1
と再 び 上 昇 して お り(AFPは5ng/ml以 上 と正 常),
右 睾 丸腫 瘍 を 疑 い10月4日 に 右 高 位 除 睾 術 を 実 施 し
た.腫 瘍 の大 き さは2×2×2cmで 割 面 は乳 白色 均 一
で あ った.病 理 検 査 でpureseminomaと 診 断 され
た(Fig.2).術後IO日 目の 血 液 検 査 で は β一HCGは
0.6ng/m且と正 常 化 した.以 上 の所 見 よ りstage1と
診 断 し,経 過 観 察 を して い る.
1989年2月14日現 在,β 一HCGO.5ng/ml,AFP5
ng/ml以下 と正 常 値 を 示 し,胸 部x線 写 真 で 転 移 な




















例,不 明9例 であった.異 時発見された症例の発見間
隔は20日か ら22年,平均4年7ヵ 月であった.
今回の症例は異時発見性異組織型の腫瘍である.左














反 対 側間 隔
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